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事業名 事業 事業

南大萱月輪線（第２工区） 区分 街 路 主体 大津市
みなみおおがやつきのわせん（だい２こうく）

起終点 自：大津市月輪二丁目 延長 １．９km
お お つ し つ き わ に ち ょ う め

至：大津市瀬田月輪町
お お つ し せ た つ き わ ま ち

事業概要 都市計画道路３・４・７４号南大萱月輪線は、主要地方道大津草津線から京滋バイパス、国
道１号を経て主要地方道大津能登川長浜線に至る全長３．３４ｋｍの街路で、中心市街地と東部地域を結
ぶ 大変重要な路線である。
Ｈ元年度事業化 Ｓ４７年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手 Ｈ６年度工事着手

（Ｈ１０年度変更）
全体事業費 ６１億円 事業進捗率 ８８．８％ 供用済延長 １．１５km
計画交通量 １１，７００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 38 / 億円 64/ 億円 平成１５年(事業全体) 一部完了後に区間延伸

億円 走行時間短縮便益：75.7/ 億円したため、全体事業では資料がない 事 業 費：37.4/
億円 走行費用減少便益：-9.1/ 億円ため未評価 維持管理費： 0.1/

交通事故減少便益：-2.1/ 億円(残事業) １．７
事業の効果等
・都市の再生(DID地区内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する ）。
・災害への備え（地震防災緊急事業五カ年計画に位置付けがある ）。
関係する地方公共団体等の意見
・滋賀県地震防災緊急事業五ヵ年計画における避難路として整備計画に揚げられ、安全な暮らしのための
道路としても大変重要な路線となっている。地域住民からも速やかに全線開通するよう強い要望がある。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・中心市街地と東部地域を結ぶ大変重要な路線に変わりはなく、現在建設中の第二名神高速道路大津草津
ＩＣへのアクセス道路としての役割をも担う。
事業の進捗状況、残事業の内容等
・全体区間１．８９ｋｍの内１．１５ｋｍについてはすでに供用しており、残区間についても用地取得を
終えた部分から工事に着手している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・早期に未買収地１３筆（１，７４０㎡）の用意取得を完了し、平成１６年度に事業完了とともに供用を
図る予定である。
施設の構造や工法の変更等
・工事の実施にあたっては、プレキャスト製品の利用、砕石等再生資材の活用、盛土への他工事発生土の
使用等によりコスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
・以上の状況を勘案すれば、当初から事業に必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

南大萱月輪線（第２工区）　L=１.８９km南大萱月輪線（第２工区）　L=１.８９km




